審議会等会議録（概要版）
	審議会等の名称
	令和８年度第１回山口市公共交通委員会

	開催日時
	令和８年６月４日（木曜日）１４：００～16：00

	開催場所
	山口市役所　庁議室

	公開・部分公開の区分
	公開

	出席者
	仙石委員長、鈴木副委員長　他１７名

	欠席者
	徳永委員、大原委員、木本委員、吉森委員、木谷委員、黒田委員

	事務局
	山口市都市整備部交通政策課

	議題
	1 令和７年度事業報告・評価について
2 令和７年度決算について

3 令和８年度事業計画について
4 報告事項
5 その他

	内容
	次第に基づき以下のとおり進められた。
１　議事
（１）　令和７年度事業報告・評価について
（２）　令和７年度決算について

①歳入歳出決算報告　
②監査報告
承　認
（3）　令和８年度事業計画について
①山口市総合時刻表発行及び電子版の利用促進
②山口市ノーマイカーデー

③パーク・アンド・ライド、サイクル・アンド・ライド事業
④運転士確保

⑤公共交通教室

⑥クルマと公共交通の上手な使い方を考えるプロジェクト（MM）

⑦山口市民公共交通週間
承　認
質疑応答
●Ａ委員
議事（３）の③のサイクル・アンド・ライド事業ですけど、現在も市のホームページ等で周知はされていると思うのですが、学校ではどうですか。学生さんが御自宅から自転車で来られて乗り換えられていくイメージがあるので、学校への周知が非常に効果的なのではないでしょうか。
●事務局

ありがとうございます。今現在、学校には情報提供をしていない状況でございますので、御意見を参考に、今後そういった生徒さんが使われることを想定した情報発信というところも、取り組んでまいりたいと思います。
●Ｂ委員

サイクル・アンド・ライドなのですが、山口市では自転車政策は、シェアサイクルも含めて、いろいろなことを御配慮頂いているとは思いますが、全国でこれほど自転車の乗りにくいまちはないと思います。

市として、統一的に自転車をどう活用するのかということを考えなければならないと思います。サイクル・アンド・ライドの場所をつくっても、そもそも自転車が走る道がありません。全国的に、道路空間において、車の量がバイパスなどができて道に余裕ができたときや、もしくは、余裕がなくても中心市街地においては、何とか自転車の走る場所を作ろうと、自転車に対する位置づけが変わってきました。自転車は歩道を走るというわけにはいかない。山口市において統一的に道路空間の再配置等も考慮しながら、どのようにして自転車の走行空間を少しでも確保していくのか、そういう根本のところを考えつつ、その中に、シェアサイクルの問題や、交通政策の中で出てきているサイクル・アンド・ライドの問題があるのではないかと思います。

周知徹底ももちろん重要でございますがそもそも山口市として、時代が変わっていく中において、道路を手放さねばならない人たちが過疎地だけではなくて市街地でもいらっしゃいます。私も免許を返納します。７１歳ですので、今年の免許更新はしません。危ないし、自分がもう行けない状態だってよく分かっていますから、頭だけじゃなくって運動機能も駄目です。したがって私は返納します。でも山口だったら返納できないです。何とか自転車に乗りたいと思っている人もきっといるはずです。そう考えたときに、サイクル・アンド・ライドはとても大切な施策で、車を運転して遠いところまで行くのは、やめておこうと、車を置けるところがあるのも大切だし、それから自転車も、ちょっとここに置いといて、公共交通を使うのも大切です。でも、そもそも、自転車の走行空間が、ほとんど考慮されてないっていうことは、極めて問題であり、時代遅れだろうと思っています。交通政策課はそこまで言えないと思いますけども、そういったことが大きな課題であるということだけは御指摘していきたいと思います。以上です。
●事務局
　ありがとうございます。なかなか交通政策課からまちづくり全体の道路整備網のところまで発言することはできないと思っておりますが御意見として、関係各課のほうに情報提供させていただきたいと思っております。
●Ｃ委員
　御説明ありがとうございます。今年度も毎年恒例でやっていただいている取組が盛りだくさんで、もちろんそれは着実に進めていただきたいなと思います。
この後の報告で恐らく報告頂くと思うのですが、路線バスの利用者は１割弱もふえて、すごい成果だなと思っています。便数も減っている厳しい状況の中で、これだけ増えるというのは非常に重要な成果だなと思っておりますしぜひ引き続き強力に進めていただきたいなと思っております。

それはそれとして進めていただきたいと思いますが、さらに欲張りなことを申しますと、今年度山口市総合計画の策定が始まるということで、来年度末に策定されることを目がけて今年度から、１０年に１回、最上位計画の総合計画が検討されるということで非常に重要な機会であろうと思います。やはり市民交通計画だけですと、１０年単位ではありますけれども、やっぱり短期中期の総合計画の範囲内で方向性の範囲内での施策の取組が中心になりますし、維持と確保で精いっぱいになるだろうと思っています。それで、総合計画を策定する際には是非今、Ｂ委員もおっしゃったような、公共交通だけに焦点を当てた取組だけではなくて、自転車や徒歩の使いやすさというのは、公共交通、それから町なかでの暮らし方といったことにも非常に重要な影響を与えると思いますので、それから中心市街地のまちづくりですとか、中山間地域での拠点づくりといったようなところとあわせて、公共交通政策を考えていく必要があると思いますので、そういったところをちゃんと連動できるような総合計画になるように、ぜひ公共交通委員会からの意見を上げていくような、私は委員を仰せつかっているのですが、そこに影響力を与えていけるような取組があるといいなと思った次第です。
ルーチンのところで、なかなか手いっぱいになるところ申し訳ないですけれども、報告のところを拝見すると、やはり満足度がまだあまり高くないというところで皆さんに満足していただけるような公共交通の環境を進めていくためにも、長期的な取組を考える重要な契機だと思いますので、みんなで山口市の公共交通の在り方を考えるような取組ができたらいいなと思います。よろしくお願いします。

●事務局
　今御発言がありましたように総合計画の策定作業が今年度に始まりまして、令和１０年度から計画が始まるということになっております。それとあわせて、山口市の市民交通計画も同じタイミングで令和１０年４月から第３次ということで、作業のほうを進めていきます。

もちろん上位計画であります総合計画の中にいろいろそういった考え方であるとか、特に部局横断的な取組の部分について、しっかりと盛り込んでいきたいなというふうに思っております。

それとあわせまして後ほど県からも御説明があります、地域公共交通ビジョンの策定も、今後県においてされます。こちらのビジョンの開始も、令和１０年４月からということで、そういった山口市総合計画、また県のビジョンの方向性を踏まえた上で、第３次市民交通計画についてもつくり上げていきたいなと思っておりますので、貴重な御意見ありがとうございました。

●Ｄ委員
　２点ほど。まず総合時刻表のポケットカードの読み取りをされた方いらっしゃいますか。私はしたのですが、申し訳ないけど分かりにくい。気になる方がいらっしゃったらされてみてください。せっかくここで出されるのだったら多分作られた方はまず自分がやってみてどうなのかっていうのを確認してから、やらないと広がっていかないと思うのと、あと高齢者には多分難しいです。若い世代に対しても、すぐ時刻表が出るのかなと思っても、そうではないです。いろいろやっていかないと時刻表までたどり着けない、料金とかそういったものも出ない。今グーグルとかそういうので、ＡＩ使ってどこからどこに行きたいといえばぱっと時間も出る、料金まで出てくる。そんな情報がある中で、これを配っても余り役に立たないかなと、正直辛口で申し訳ないですけれども、思いました。

あとは最後、子供たちに公共交通機関を知ってもらい、いろんな人に使っていただきたいっていうところから言えば、今、私がちょうど自分の授業でフリースクールとか子供たちの居場所なんかを支援しているのと結びつけさせていただいて案を言わせていただくと、今、県は子供食堂にすごい力を入れています。子供食堂で貧困対策とか子供の居場所、そうすると子供が集まる場所、それが市内なら歩いて行けます。中山間地域、徳地とか阿東とかになってしまうと居場所があってもそこまで行けない。交通手段として公共交通機関が少し力を貸していただければ、子供たちの居場所も、栄えてくるし、山口県の子供たちも笑顔になる。そういったところに公共交通機関としても、お力を貸していただけると非常にうれしいなと思いました。
●事務局
　今の時代は、若者はグーグルなどを使い、料金も出たり時間が出たりというところもありますし、今までは紙ベースでしかつくっていなかったものを電子データで見えるような仕組みをつくったというところでございます。もちろん、より使いやすくというところは、日々、検討してまいりたいと思っておりますので、今後、改善も検討してまいりたいと思っております。また今フリースクールの関係とかで、子供食堂におられる方へ、公共交通への支援みたいなところを含めまして、また検討ということにはなりますけど御意見としていただければと思っております。
●副委員長
　今年度の取組そのものは、よろしいかと思いますが、ここへ来て昨年もフェスタができなくなり、なかなか広く市民にアピールできるような場というのが、少なくなっているような気がします。

確かに例えば公共交通教室や、あるいはバックヤードツアーみたいなもの、これはこれで効果はあると思うのですけれども、やはり一部の応募した人、あるいは、そこに参加をした人にとどまることになるだろうと思いますし、そういう意味でいうと、やはり何かもう少し広く市民に訴えかけられるような、あるいは、先ほど満足度の話が出ましたけど、満足度が上がらないというよりも、無関心層が関心を持たないという部分が非常に大きいだろうと思いますので、無関心層も含めて広くアピールできるような、あるいは関心を持ってもらえるようなことを、少しずつ考えていく必要もあるのではないかと思いましたので、従来から進めてきたことを、進めつつ、そういったことを考えていただければと感想として思いましたので、ちょっと一言申し上げておきます。

●事務局
　ありがとうございました。ノーマイカーデーの新たな取組というところが先ほど「ポイ活」というお話をいたしましたけども、そういったところで楽しみながら公共交通を利用していただくというところの、新たな仕掛けというか、県のアプリを活用してということにはなりますが、そこも切り口で、周知もしっかり図ってまいりたいと思っております。

それとまだ具体的なところはお示しできませんでしたけど中心商店街でのイベントへのブース出展とこの公共交通委員会ではございませんけども、山口線利用促進協議会というものを沿線４市町で構成しておりまして、今回ディスティネーションキャンペーンの本番ということで、ＪＲ西日本さんの新山口駅でのイベント、１０月１１月頃を予定されておりまして、そういったところの集客イベント等のコラボといったところも考えてはおりますので、いろいろと情報発信をしっかりしてまいりたいと考えております。
●Ｅ委員
　ちょっと個別的なことなので先ほどＤ委員が言われてやってみたのですが、目次のところに八坂、柚木地区とか島地地区とかあるのですが、今やっているデマンド便、徳地生活バスの内容がないです。ページを開いてみれば出てくるのですが、それがないとお客さんが見たときに、徳地生活バスはないのかっていう、ちょっとクエスチョンがつきそうなので、目次に入れてもらえたらなと思います。以上です。

●委員長
　ありがとうございます。改善するようにやっていこうと思います。ありがとうございました。皆さん実際使っていただいて、何か改善すべき点がございましたら、遠慮なく事務局のほうに申し上げてもらったらと思います。

ほかに何かございますか。私も３月まで県庁におりまして、車生活が当たり前ということで車ばかり使っていたんですけど４月から市役所に来て案外、公共交通を結構使うようになると、結構使っている人も多いし、便利だなっていうのが実感しました。一方でちょっと不便だと思うこともあり、実際使ってみないことには分からないので、そのきっかけの一歩っていうのがすごく大事で、その辺りは今年度取り組んでいきたいと思っております。

今、今年度事業の説明をいたしましたし委員の皆様から頂いた御意見も踏まえて進めていきたいと思っておりますが、よろしいでしょうか。基本、今説明いたしました事業計画に基づいて事業のほうは進めていきますが、改善すべき点がございましたら随時改善するということで進めさせていただきます。ありがとうございました。
２　報告事項

(1)第二次山口市市民交通計画の進捗状況について

(2)コミュニティバス実証運行事業について

(3)コミュニティタクシー運行促進事業について

(4)グループタクシー利用促進事業について
(5)シェアサイクル実証事業について
(6)バス・タクシー運転士就職奨励金制度について 
(7)篠生・出雲・地福地区公共ライドシェア実証運行事業について 
質疑応答
●Ｆ委員
　まずコミュニティバスについてなんですけども、平成１３年からこの委員会で何度も言ってきたのですが、平成１３年から収支率５０％以上を達成すれば継続するということで実証運行２年間ということで、平成１３年から１度も達成してないまま、実施方法はずっとそのまま継続されております。ただ、利用者がこれだけおられるということで皆様のニーズに沿ったものであるということも分かります。ただ、今後この改善面で、シーズをまくということ等も大切であるのではないかと思います。昨日、今日と市役所に来て、駐車場がどこにとめられるのかなと思って前回の委員会で山口駅の前に停めて、歩いてきましたけども、今日はここに停めさせていただいたのですが、昨日こちらの職員の方にお話を聞いたら、皆さんどうしてるの。だから、駐車場６,０００円で借りている、９,０００円で借りているとか、今から約２年間は、この近辺の方も喜ばれているのではないかっていうことだったのですけど、こういうところに、コミュニティバスを臨時で走らせてみるっていうのも、一つの手ではないかなと思います。

コミュニティバスっていうのを、ルートを時々変えてみて区域運行されると私どもタクシー会社も困るのですけども、様々なところに行ってみるっていうこともどうかと思います。また、コミュニティバス、コミュニティタクシーに関して、過去、私ども反対はしてきたのですが、駅とかそういうとこに入ってもらったら困るっていうことだったのですがやはり、今後、皆様のニーズに沿ったものっていうことであれば、そういったところにもだんだん停めていくということも必要ではないかなと思います。

こういうことが言えるようになったのもタクシー運転士の不足によってタクシーで賄い切れないですから、他の公共交通機関と皆さんで仲よく、上手にやっていこうという意見からであります。

また、次、コミュニティタクシーについて、先ほど副委員長にもお話をしていたのですけども、もともとのこの３者協働っていう考え方が完全に抜けているのではないかなと思います。

武蔵野市のムーバスを真似て全国の行政が、この山口市も、平成１３年突然コミュニティバスをはじめれば、絶対に市民の声が聞こえると言われましたけど市民の声を全然聞かない行政の方でした。それで、勝手に思い込みではじめて行った公共交通っていうことが全国で失敗したのですが、山口市は、その後反省されて、私たちも一緒になって、山口市の地域を１３ブロックに分けて、ずっと意見を聞いて歩いて、最初の室長さんは、長靴も買われて田んぼに入って行かれてということで、私も試して徳地とかまわったのですが、今、全く地域の方の声を聞かずに、思い込みでどんどんルート変更していったりしているのではないかなと思います。

また何より困った問題は、数値にとらわれすぎて、この数字４０％とかもう８０％とか出ていますけども、本来、コミュニティバス、コミュニティタクシーの数値は１０％いけばいいっていうことを言われてましてですね、当時宇部市運輸局ともお話をしたのですが１０％いけば、これは、交通空白地域を回って、交通弱者を救済しているっていう考え方に基づいている数字になると言われました。

ところが、今、こんな数字になっているということは、このコミュニティタクシーを始めるときに、今後の課題として、交通空白地域を回らずに、交通弱者じゃなくて交通強者のところ町なかをどんどん走っていって数値目標ばっかりをこだわっていくようになっちゃいけないっていうことで、副委員長、Ｂ委員も一生懸命言われたはずなのです。

今この数字に余りにもこだわり過ぎて、本当の交通弱者を救済してないのではないかな、１人の方は置いてきぼりになっているんじゃないかなと思います。数年前に、改正道路交通法と改正建設何とかですかね、結局、山の中の一軒家の人とか、山の中の１軒ある小さな工場とかの方が、町なかに引っ越せば国が補助金を出しますよという法律ができた。そのときにも随分お話しさせていただきましたけども、やはりその町なかの１人のためにも走らせるべきであるっていうことが大切なんじゃないかなと思います。

だから、もう少し数値にこだわるのではなくて、もっともっと聞いていかなければ、阿知須が一時期、除けられてしまいましたけどそのときに、地域の方々の意見を聞きましたけど、私たちはやっぱり、旧山口市に合併しなければよかった、宇部市のほうがよかったなということを言われていました。こういうことがないようにしていただきたいなって思います。

また、続いて、シェアサイクル。これも警察の方がおられる中なのですけど令和４年６年、８年とどんどん自転車のルールが厳しくなってきていますけども、このたび、こんなに厳しくなっても、相変わらずマナーの悪い自転車がすごく多いです。

あとはヘルメットの問題は先ほどＢ委員もおっしゃられましたけど、山口県知事がサイクル県と言われたけど、宇部市には宇部中央高校の近くに自転車道があります。山口市ほとんどないですから、交通環境を整えずにこういうことをされている。もうこのまま走るしかないっていうことであれば、自転車のルールをよく守っていただかないといけないわけですよね。ほとんど分からない方が多いですよね。歩道を通っちゃいけない歩道を通っていいのは何歳の方とか、それから、自転車というのは車道の左端を走らなかったら罰金４,０００円とか６,０００円とかですね、あと、自転車がいるからと車が抜こうと思うときに、時速二、三十キロメートルに減速するとか、あとは１メートル程度というのもご存じない方が多くてびっくりしますけど自転車が、車を認識してから１メートル、自転車が車を認識してなければ１.５メートル空けなきゃいけないというのが法律ですから、そうすると、委員長も私も嘉川ですけども、嘉川は小郡までずっと中央線が黄色なので、追い抜きはできても追越しできないので、自転車が、こっち通ったら、ずっとそのまま行かないといけない。もう、小郡まであとまでどのぐらい時間かかるかなということもあります。こういったことも考えてシェアサイクルを一生懸命やられるのは結構ですけどそこにちゃんとヘルメットの着用それから自転車ルールを守るということを、こういったことをもっともっと市のほうも率先してやっていただきたいなというふうに思います。
●事務局

まず１点目のコミュニティバスの関係につきましては委員さんの御発言があったように、目標値の部分、当初の目標値の部分から、かなり下がっているというところでございます。で、この次コミュニティバスに関しましても実証というところで長年、やってきているっていうところありますので、また今後第三次の交通計画で検討する中で、その位置づけというところは、まず整理をしていかないといけないのかなと思っておりますので参考にさせていただきたいと思います。

２点目のコミュニティタクシーにつきましても、地域が置き去りになっているのではないかというようなところにつきましては、しっかりと、本当にニーズ、どういったルートがいいのかどうかっていうところ、もちろん地域の方々が運行主体となって今、されている部分がありますけど、そういったところをしっかりと私どもも入り込んでですね、地域ニーズに沿ったような形のルート、なんかも、できるように、しっかりと地域に入っていきたいなと思います。

最後シェアサイクルの部分に関しましては、こちらも道路交通法の改正によりましてかなり自転車に対する規制のほうも厳しくなってきたというところでございますが、私も含めてどこまで理解できるかというところもありますので、関係部署等とも、もちろん警察の方とも連携するような形になりますが、そういった啓発の部分についてはしっかりと取り組んでいければと思っておりますし、道路の整備の部分等につきましても先ほど申しましたように、まちづくり全体としての位置づけになりますので、そういった視点も含めて検討させていただければと思っております。
●委員長
　もしよろしければ、山口県警さんもかなりＰＲに取り組んでいるのではないかと思っていますので、何か御紹介させていただけるものがあれば、いろんなチラシとかなんかつくられているホームページに掲載されたりしているのではないかと思うので、簡単に何か御紹介できるものがあればお願いします。
●Ｇ委員代理
　今日は特に持ってきたものというのはないのですが、御承知のとおり４月から自転車に対する交通反則切符の適用というものが始まりました。警察として取締りに対する姿勢というのは従来どおりというところで、とりたてて厳しく自転車に当たろうというわけではないのですが、今回こういった改正につきましては、かなり大きく取上げられており社会的関心が高いと認識しているところです。

警察としても絶好の広報機会と見ておりまして、中高生、あるいは高齢者の方に、幅広く自転車の広報を進めていっているところでございます。

取締りに関しましては警察庁のホームページに自転車ルールブックというものが掲載されておりまして、各都道府県警察とのルールブック等にのっとって、取締りを進めているところです。

市民の皆様から関心が高いというところでいきますと、スマホ運転です。これに警察庁を始め、かなり注目しておりまして、これはもう私の体感的な部分ではあるのですが、おかげさまで、スマホを見ながら運転する自転車が、改正前に比べると減ったと見ております。パトカーを見てすぐ隠しているだけかもしれないのですけど、私が日々パトロールとかで見る限りは、ちょっとずつ減っているかなというところもあります。

あと自転車の歩道通行に関する問合せをたくさん頂きます。自転車の走行空間っていうのが、首都圏と比べると、やはり十分とは言えないというのはもう皆さん御承知かと思いまして、実際には歩道に、自転車通行可という規制をして、その中を通っていただいているっていうのが実態としてありますし、市民の方も、むしろ歩道を走行させてほしいっていう声がいまだにやはり高い。歩道が通行できないっていうことにかなり不安を覚えているという現実というか、そういった声をよく聞きます。

今後、自転車の走行空間とかいうのを展開していくというところでありますと、やはりそういった不安を取り除くという作業も必要なのかなというところもありますので、なかなか一朝一夕にはいかないと思いますが、そういった自転車の走行空間整備、自転車道、あるいは車道混在です。その他、自転車専用通行帯とか、道路構造上の自転車道である自転車歩行者道を整備していく中で、関係の道路管理者様と協力して、市民の方が住民説明会とかありましたら、両方に出席させていただいて、説明とかしていきたいと思っていますし、そういった走行空間の整備については、急には展開できないとは思いますけど、少しずつ進めていくことについては、いいことかなと思っているところであります。
●委員長
　ありがとうございました。交通管理者、警察、道路管理者と交通管理者が一体となって、快適で安全な走行空間ということでさっきＢ委員から出ましたように、もともと車を中心に道路ができていて、それから歩道となって、今ようやく自転車ということで、なかなかハード整備が追いついていない中で、どうやってうまく運用していくのかと。一朝一夕にはなかなかできないところなので、そこは知恵を絞るところかなと思っております。

３　その他
●Ｈ委員代理
　山口県地域公共交通ビジョン策定の説明。
●Ｂ委員
　県のビジョン、大変結構でございますので、それに対して、議論する、もしくはコメントする場ではございませんので、コメントする気はございません。また、そういう立場でもございませんが、実は、交通データをどうするかというのは、全国的に大きな課題になってございまして、神戸市で、マイナンバーカードと敬老パスのクレジットカード決済をやってみようということになってございます。つまり交通ＩＣ系カードを、高齢福祉施策の中に入れ込むということです。

敬老パスを神戸市が全部必要な人に配っちゃうととってもこれコストがかかります。大変ですよ。で、それをクレジットカードでやっちゃおうということを今やってございます。

山口県においては、恐らくクレジットカードにはならない。恐らくICOCAかな。御承知のように、ＪＲさんの前でこれしゃべるのはつらいですけども、ICOCAを生活の基盤に使いたいと考えて、りそなとＪＲは、今、進めているということは、新聞で明らかになっています。

このように、交通ＩＣデータというものが、地域、福祉や地域生活の政策の基盤として大きな意味を持ちつつある現代の中において、山口県のこのビジョンにおいて、恐らく書きにくかったのかもしれませんが、ICOCAの「い」もないし、ＪＲの「じぇ」もないし、そこらはどうされるんだろうかという、要らん心配をしております。

これは、山口市の委員会でございますので、御回答は要りませんので、そんなことを言う人がいたというぐらいで置いてもらえたら結構かと思います。
●事務局
　本市におきましても、県のビジョンと同じく、令和９年度末の策定を目指して、今年度から第三次山口市市民交通計画の策定準備を進めてまいるということで前回の本委員会でも、あるいは、策定スケジュールを目指し、委員の皆様にお示しをしたところでございます。

本来であれば本日のこの委員会で本市の計画の策定方針をお示しするというスケジュールは予定になっておりましたけども、先ほどの県からの御説明のとおり、県においても、計画を策定されるということが決まりまして、県の動きとも協調していくと、そういう観点から、本市の策定方針のお示しを後ろ倒しとさせていただくこととしたところでございます。

つきましては次回参集していただく本委員会を、当初年明け１月下旬頃、例年どおりのスケジュールということで、予定をしておりましたけれども、これを少し前倒しし、秋ぐらいの見直しとするのか、もしくはまた秋頃に、もう１回、回数を増やして、別途、本委員会を開催するかというところで、いずれにしろ秋頃までには、本市の策定方針をお示しすることとしたいと考えております。
●Ｉ委員
　うちの法人は、目的として、インクルーシブな社会とか、共生社会とか、そういったことも意識しながら、活動している団体ですけども、ときどき海外から観光客が来られてですね。湯田のバス停なんかで、バス停を見ているような、よく通り過ぎるような、光景を見たことがありますけれども、例えば新山口駅なんかは、当然、英語、韓国語、中国語とか、案内標識板が、出ておるわけですけれども、一歩、町に出たときに、例えば、海外から来られた観光客が、バス停なんか見て日本語を理解されているかなという、いうふうなことも心配しながら、見ていることもあるのです。

そういったところも共生社会ではないですけれども、案内表示板を、市内の中でバス停にもテープで貼ってもいいのかなと思いますけれども、逆に我々が外国行ったときに、小さくても、日本語のような案内があると。例えば美祢のジオパークに行くのに、このバス停から出発するのだなとか、そういうのが何かこうちょっとでも分かるような配慮をしていただくと、もっと交通機関とか、バスとか、安心して使えるのかなというふうにも思います。

特にテレビなんか見ておりましたら、結構海外の人が、我々日本人でも知らないようなところに、観光行ったりとかするのですけれども、それはやはり海外から来た人が、今ＳＮＳどんどん発信して、いろんな世界からまた、そういう日本人が知らないところに出向いていったりとかしているようですけども、ぜひ山口県といいますか、山口といいますか、そういう海外の人が、公共交通機関も使いやすいような、案内表示も考えられたら、インクルーシブといいますか、共生社会といいますか、そういったことに一歩近づくのかなあということで、実際にもうやっておられるかもしれませんけれども、もしやっておられたら、大変失礼な話でしたけども、ちょっとそういったことを感じましたので、意見といいますか感想述べさせていただきました。

●事務局
　やはり外国人の方々の山口に来られる機会というのがふえてきているのは、街中を歩いていても、リュックサックを背負った外国の方々がいらっしゃるなというのは、感じているところでございます。そういった表記の部分につきまして山口市の管轄の部分だけで申し訳ないですけれどもコミュニティバスの停留所には、そういった英語表記をつけて、使っていただけるような仕組みもやっておりますし、観光部局のほうで、観光客向け、特に外国人向けの案内板についても、整備をしていると。どこまでできるかというところは、ありますけど、そういった視点を持って、整備もしていると思っております。

それと、山口市だけの今の取組の御紹介にはなりますけど、今後もそういったこられた方がよりそういった公共交通を使いやすいまた、観光の面からも、来てよかったと思えるような、まちづくりを進めてまいりたいと思いますので、貴重な御意見ありがとうございました。

●副委員長
　二つだけ申し上げておこうと思います。

一つは、先ほどＦ委員からの御意見に通じるところがありますけれども、もともとコミュニティタクシーにしろ、それからグループタクシー等にしろ、３者協働ということで、地域住民、市とそれから事業者ということで、役割分担をしながら、進めてきた中で、やはり持続的なものにするためには、どこかが過度な負担をするような仕組みになっちゃ駄目だというようなことを最初から考えながら、どんな役割分担をし、どんなふうに、みんなで負担を分け合うかといったようなことを考えながら進めてきた経緯があります。

もちろん、もう１０年以上を経過するような中で、取り巻く状況が大きく変わっている部分もありますし、それから、例えばそれぞれの地域の高齢化の状況であったり、あるいは人口の動態であったり、そういったことも環境が変わっている中であるからこそ、もう一度ちょっとその原点に立ち返って、各地域での話をする必要があるのではないかなと。

市のほうからは、非常に最近予算が厳しいという話も伺っています。ただ、予算が厳しいからどこかを削るっていう話にしてしまうと、結局、本来のそれぞれの地域のモビリティを確保するといったようなことからだんだんとこうずれていってしまう。

むしろ、もう一度繰り返しますけど原点に立ち返って、その３者の役割などをもう一度きちっと、地域、あるいは新しい地域でそういう話があればそういうところも含めて、議論をしながら、在り方を考えていくべきじゃないかなと。

資源が少なくなっていることは間違いない。それから、市の予算も、いつ聞いても、また厳しい厳しいという話をいつも聞く。これはもうそれはそれで事実でしょう。だけど、だからこそ、その少ない資源の中でどうやって、必要な交通手段を確保し、先ほど交通空白をなくすって話ありましたけれども、なるべく空白がないような状況で、みんながある一定の譲歩をしながら、負担をしながら、何ができるのかというあたりの議論をもう一度ちょっとする必要があるのではないかなと。

新たな計画にはやはりそこのところをちょっときちんと盛り込んでいく必要があるのではないかなというふうに思っています。これが１点です。

それからもう１点は、報告の中に、公共ライドシェア実証運行事業っていう言葉が出てきたのですけども、正直、地域の人たちに「公共ライドシェア」っていう言葉がどれだけ理解していただけるのか。この辺ちょっと再検討する必要があるかなと思っています。支局の方がいらっしゃるところでこういうことを言うのもなんなのですけど、国から出ている言葉で、同じ言葉でありながら、例えば「公共ライドシェア」というものと、「日本版ライドシェア」っていうことがあって、全く意味合いの違うものが同じライドシェアという言葉で書かれてしまっているわけです。我々はそういう議論の中にいる機会が多いので、分かる人もそれなりにはいるのかもしれませんけど、世間一般まず分からないと思います。

先日の磐越道での痛ましい事故の報道やなんかでははっきり分かったことが一つあって、世間一般には白ナンバーのレンタカーも、緑ナンバーの貸切バスも区別が付いてないということが分かってきましたので、やはりその言葉を使うときって、かなり慎重になるべきだなと。つまり、一定の理解が得られていない言葉だということを、認識した上で言葉を使わないと、それぞれが違うイメージを持ってしまったりすることになるだろうと思います。

今美祢線の話なんかで出ている「ＢＲＴ」なんていう言葉もまさにそういうことの一つだと思います。ですから、以前に、それこそコミュニティータクシーを始める頃に地域に入ったときに、資料に片仮名の言葉を使うだけで怒られたことがありますけど、まさにそういうことだと思います。みんなに誤解を与えない、みんなが一つの認識が持てるようなちゃんと言葉を、使っていくってことちょっと大切なことかなと思います。

ついでだから言うと先ほどの県の資料を見せていただいたときに、これ私の不勉強かもしれないですけど、私が１回も使っていない言葉、「直感的なダッシュボード設計」、「使えるダッシュボード形式」、この言葉はどういう意味かなあとちょっと思ったりしていますので、そういう言葉の使い方は、今後計画を立てるに当たっても、注意をしながら進めていただければと思います。以上２点申し上げました。

●事務局
　やはりコミュニティタクシーの部分に関しては、もう一度、しっかりと地域の方々とお話をしながら、始めた当時に比べると、いろんな手法が出てきていると思っています。そういった中でその地域に何が１番適しているのかっていうところは、恐らく、１０年前２０年前とは変わってきていると思いますので、そういった部分も含めて、何が適切なのかという部分も含めて、いろいろ御意見を聞いてまいりたいと思います。

あとは言葉の件ですけど、このあたりも、しっかりと丁寧に共通認識を持てるような表現というところを、気を付けて、今後公共市民交通計画をつくる段階においても、検討してまいりたいと思います。また御相談させていただきたいと思っております。
●委員長
　ありがとうございました。県も含めて、心してかかりたいと思います。
それでは以上をもちまして、本日の会議を終了したいと思います。マイクを事務局にお返しいたします。

●事務局
　長時間にわたり御審議、御審議を頂きましてありがとうございました。以上をもちまして、令和８年度第１回山口市公共交通委員会を終了いたします。本日はどうもお疲れ様でした。
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